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清
祀
發
群
の
地
域
並
に
興
京
周
邊
の
六
組
城
祉
に
就
て
は
和
田
博
士
の
商
説
及
び
商
橋
腿
四
郎
氏
の
疵
地
調
査
の
結
果
が
發

註
１

表
さ
れ
て
清
初
史
の
解
明
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
る
所
が
あ
っ
た
。
特
に
今
迄
所
在
の
不
明
瞭
で
あ
っ
た
五
祀
（
第
四
祀
蝿
昌

安
を
除
く
）
の
城
祉
（
斑
爾
察
城
の
み
は
醗
京
通
志
に
城
西
の
古
城
と
し
て
姿
を
現
し
て
は
ゐ
た
が
）
を
發
兄
さ
れ
た
商
橋
氏
並

に
同
行
の
渡
逢
三
三
氏
の
勢
は
渚
朝
前
史
の
研
究
に
確
獲
な
礎
石
を
世
か
れ
た
も
の
と
し
て
流
初
史
に
興
味
を
有
っ
者
に
と
っ

て
は
感
謝
に
耐
え
な
い
。
さ
て
太
阻
の
世
居
部
落
に
つ
い
て
考
察
（
別
稲
）
し
て
ゐ
る
う
ち
に
此
の
城
祉
に
開
す
る
問
題
に
就
て

一
二
の
疑
問
を
懐
い
た
の
で
卑
見
を
述
べ
て
御
指
数
を
仰
ぎ
た
い
と
恩
ふ
。
そ
れ
は
和
田
博
士
と
商
橋
氏
と
の
兄
解
が
別
れ
た

尼
蛎
蘭
城
と
章
佳
城
と
の
位
近
に
就
て
で
あ
る
。
高
橘
氏
は
滿
洲
笈
鋒
附
岡
の
考
察
推
定
に
基
い
て
扉
馬
瀧
と
腰
繊
子
と
に
夫

廷
尼
砺
蘭
城
祉
・
章
佳
城
祉
を
發
兄
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
『
憧
鋒
附
記
で
は
蘇
克
素
謹
河
（
蘇
子
河
）
を
赫
岡
阿
拉
城
の
東
方

で
南
方
に
屈
曲
せ
し
め
て
描
い
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
流
域
に
所
在
す
る
尼
砺
剛
城
及
び
牽
佳
城
も
髄
然
そ
の
位
世
が
鍵
っ
て
來

済
初
史
に
於
け
る
三
一
万
問
題
に
繩
て
一
一
一

I ，

清
一
初
史
に
於
け
る
二
三
の
問
題
に
就
て

江
鴫

一
、
尼
蛎
薗
城
・
章
佳
城
に
就
て’

壽
雄

P
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浦
初
史
に
於
け
る
三
一
万
問
題
に
就
て
一
言
一

て
居
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
紙
帆
の
闘
係
か
ら
已
む
を
得
ず
斯
く
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
班
は
一
兄
し
て
明
か
で
あ
る
。
但
し
世

鋒
燗
記
と
素
匝
に
見
る
と
雨
者
共
赫
剛
阿
拉
城
の
東
北
方
除
り
連
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
蘇
子
湖
北
岸
に
あ
る
事
が
略
埼
推
定
し
得

ら
れ
る
と
思
ふ
。
」
と
。
成
程
そ
れ
は
紙
幅
の
關
係
で
蠅
離
や
方
向
は
幾
分
歪
め
ら
れ
て
ば
ゐ
る
が
、
併
し
又
可
能
な
限
り
に
於

て
正
し
く
畑
様
化
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
は
面
る
ま
い
か
。
例
へ
ぱ
方
向
に
就
て
云
へ
ぱ
蝿
爾
察
城
が
赫
側
阿
拉
城
の
西
方

に
在
り
、
阿
吟
伏
洛
城
も
そ
れ
を
山
塞
と
し
て
呼
薊
吟
逹
の
西
部
山
麓
台
側
上
に
位
世
せ
し
め
れ
ば
略
常
西
方
と
云
へ
る
し
、

術
そ
の
附
近
か
ら
蘇
子
河
が
粕
曲
折
し
て
西
北
方
へ
流
れ
去
る
郡
も
笈
鋒
附
川
は
示
し
得
て
ゐ
る
。
和
格
哨
善
城
が
凹
北
に
髄

る
事
も
衝
老
城
が
南
方
（
是
は
附
岡
の
は
少
し
西
に
偏
っ
て
は
ゐ
る
が
）
に
位
趾
す
る
郡
も
略
盈
正
確
さ
を
保
っ
て
ゐ
る
。
と

す
れ
ば
問
題
の
雨
城
の
方
位
も
大
体
正
し
く
示
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
即
ち
鵬
弱
関
城
は
老
城
の
束
北
方
に
、
牽
佳

城
は
東
方
に
求
め
ね
ば
な
ら
れ
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

史
に
赫
剛
阿
拉
東
方
に
於
け
る
疵
鋒
附
咽
の
藤
子
河
の
満
仙
を
紙
幅
の
關
係
で
あ
る
と
商
橋
氏
は
云
っ
て
居
ら
れ
る
が
、
是

は
附
岡
に
示
す
距
離
が
常
に
な
ら
砲
事
を
知
り
乍
ら
や
は
り
距
離
に
と
ら
は
れ
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
十
繭
分
一
地
個

を
兇
る
む
赫
剛
阿
拉
東
方
腰
徹
子
附
近
よ
り
蘇
子
河
が
肥
し
く
南
方
に
曲
折
し
て
ゐ
る
頚
が
解
る
。
礎
鋒
附
州
の
赫
岡
阿
拉
東

方
で
の
曲
折
は
必
ず
や
此
の
湾
曲
を
窮
し
た
も
の
で
あ
る
に
逢
ひ
な
い
。
此
の
曲
折
が
特
徴
的
で
あ
る
鮎
か
ら
云
っ
て
も
さ
う

だ
と
恩
は
れ
る
。
た
だ
附
剛
で
は
赫
燗
阿
拉
よ
り
腰
繊
子
ま
で
の
距
離
が
そ
れ
こ
そ
紙
幅
の
關
係
で
著
し
く
縮
め
ら
れ
、
・
反
對

に
腰
繊
子
か
ら
大
子
醤
に
至
る
濁
曲
部
の
雌
離
が
や
や
派
張
し
て
描
か
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の

事
は
附
側
に
示
す
蕪
子
河
北
岸
乃
至
東
洋
即
ち
赫
岡
阿
拉
對
岸
よ
り
末
佳
城
の
南
で
蘇
子
河
が
再
び
東
方
へ
（
上
流
へ
向
っ
て
）
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方
向
を
鍵
へ
ん
と
す
る
所
ま
で
の
地
形
を
、
十
洩
分
一
地
岡
の
地
形
に
對
照
し
て
兄
る
鞭
に
よ
っ
て
一
暦
明
か
に
知
り
得
る
の

で
あ
る
。
附
岡
の
赫
岡
阿
拉
對
岸
に
描
か
れ
た
四
つ
の
山
峰
は
地
岡
の
那
家
塗
子
直
北
の
三
二
七
商
地
を
中
心
と
し
て
西
は
河

北
の
河
字
の
北
方
の
山
か
ら
、
束
は
隈
馬
瀧
の
山
を
で
を
表
は
し
、
（
そ
の
西
は
永
陵
南
の
平
地
、
次
い
で
啓
運
山
を
附
岡
は

明
瞭
に
示
し
て
ゐ
る
。
）
瞬
馬
瀧
山
の
次
に
平
地
（
即
ち
尼
無
職
と
記
し
た
部
分
）
を
示
し
た
所
が
地
岡
の
騨
馬
瀧
口
か
ら
腰
繊

子
朋
の
渓
谷
平
地
を
表
は
し
、
災
に
そ
の
南
の
一
山
は
腰
祇
子
山
を
、
次
の
平
地
（
章
佳
と
記
す
部
分
）
は
束
石
廠
の
平
地
を
、
、

次
の
一
山
は
束
石
廠
南
の
藤
子
河
湾
曲
部
に
突
出
し
て
ゐ
る
山
を
、
そ
し
て
塊
に
蘇
子
河
を
挟
ん
で
皇
寺
束
淋
の
山
（
そ
の
南

側
を
里
加
河
が
西
流
し
て
ゐ
る
歌
も
、
附
咽
と
地
燗
と
は
全
く
一
致
す
る
）
を
表
は
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
剛
様
化
さ
れ
伸
縮

さ
れ
て
は
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
笈
鋒
附
岡
の
地
形
が
十
寓
分
一
地
岡
に
全
く
一
致
し
て
ゐ
る
事
が
以
上
で
明
か
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
我
共
は
憧
録
附
岡
を
も
つ
と
素
直
に
受
取
っ
て
、
そ
の
示
す
地
形
や
方
位
な
ど
は
生
か
さ
ね
ば
な
ら
ね
と
思
ふ
。

以
上
に
述
べ
た
笈
鋒
附
個
と
地
岡
と
の
校
合
並
に
附
岡
の
示
す
所
に
從
へ
ぱ
、
だ
か
ら
高
橋
氏
が
章
佳
城
に
比
定
さ
れ
た
腰

撒
子
の
城
靴
こ
そ
笈
は
尼
珊
闘
城
で
あ
り
、
章
佳
城
は
そ
れ
よ
り
南
、
或
は
や
や
南
火
即
ち
來
石
廠
南
に
於
て
蘇
子
河
が
西
流

し
て
來
て
北
方
に
縛
歩
る
曲
折
部
に
東
北
よ
り
突
出
し
て
ゐ
る
山
端
の
北
部
の
一
角
か
、
或
は
束
石
廠
平
地
刑
邊
の
山
麓
・
台

岡
上
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
。
そ
こ
は
叉
興
京
老
城
の
略
鐙
砺
束
に
轍
り
、
從
鋒
附
剛
に
示
す
方
位
に
も
叶
ふ
わ
け

で
あ
る
。
な
ぼ
、
此
の
二
城
祉
を
尼
蛎
薗
ｏ
章
佳
と
比
定
せ
ら
れ
る
に
就
て
の
今
一
つ
の
根
嘘
を
提
供
す
る
瞬
馬
准
河
即
尼
砺
函

河
、
旺
戸
屯
河
即
章
京
河
説
は
氏
の
誤
解
に
韮
づ
く
（
次
節
）
も
の
と
忠
は
れ
る
の
で
、
此
の
根
搬
よ
り
す
る
凧
城
の
比
定
は

そ
の
立
脚
地
を
失
ふ
も
の
と
し
て
こ
こ
で
は
採
り
上
げ
な
い
郡
と
す
る
。

消
初
史
に
於
け
る
一
二
万
問
題
に
就
て
一
二
一

’

１

０

０

■
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諦
初
史
に
於
け
る
一
二
一
の
問
題
に
就
て
一
一
四

で
は
瞬
馬
満
河
口
束
の
小
山
城
は
如
何
な
る
城
吐
か
と
云
へ
ぱ
、
ニ
ン
グ
タ
２
ハ
租
族
が
居
住
し
た
六
城
か
ら
更
に
後
年
に

分
れ
住
む
様
に
な
っ
た
居
城
の
う
ち
の
一
つ
か
（
六
庭
よ
り
十
二
の
ガ
シ
ャ
ン
に
分
れ
住
ん
だ
と
云
ふ
従
録
の
記
郡
は
興
京
盆

地
に
於
け
る
出
來
事
で
は
な
い
と
思
ふ
の
で
、
そ
の
士
秀
シ
ャ
ン
の
一
つ
と
は
云
へ
な
い
’
第
一
二
節
参
照
）
或
墜
ハ
組
の
興

京
盆
地
進
駐
前
に
此
の
地
方
を
占
繼
居
住
し
て
ゐ
て
、
ナ
ダ
ン
タ
、
ウ
ュ
ン
タ
の
名
を
以
て
従
録
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
部
族
の
山

塞
趾
の
一
つ
で
あ
る
と
見
て
差
支
え
准
い
と
思
ふ
。
類
似
の
小
山
城
趾
は
興
京
周
邊
に
於
て
尚
幾
つ
か
發
見
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
あ
る
。

註
１
和
田
博
士
溶
祁
發
昨
の
地
域
に
つ
い
て
（
池
内
博
士
蓮
麻
記
念
來
洋
史
論
叢
）

商
橘
匡
四
郎
氏
蘇
孑
河
流
城
に
於
け
る
商
句
蝿
と
後
女
興
の
迩
貼

諦
初
史
に
於
け
る
一
二
一
の
問
題
に
就
て
一
一
四
．

で
は
瞬
馬
満
河
口
束
の
小
山
城
は
如
何
な
る
城
吐
か
と
云
へ
ぱ
、
ニ
ン
グ
タ
２
ハ
租
族
が
居
住
し
た
六
城
か
ら
更
に
後
年
に

分
れ
住
む
様
に
な
っ
た
居
城
の
う
ち
の
一
つ
か
（
六
庭
よ
り
十
二
の
ガ
シ
ャ
ン
に
分
れ
住
ん
だ
と
云
ふ
従
録
の
記
郡
は
興
京
盆

地
に
於
け
る
出
來
事
で
は
な
い
と
思
ふ
の
で
、
そ
の
士
秀
シ
ャ
ン
の
一
つ
と
は
云
へ
な
い
’
第
一
二
節
参
照
）
或
墜
ハ
組
の
輿

以
上
の
雨
城
の
問
題
に
關
聯
し
て
尼
蛎
閥
河
と
章
京
河
の
比
定
で
あ
る
が
、
高
橋
氏
は
尼
班
蘭
河
を
騨
馬
溝
河
に
、
章
京
河

を
旺
戸
屯
河
に
比
定
せ
ら
れ
、
そ
の
根
錐
と
し
て
は
康
煕
の
盛
京
通
志
に
雨
河
が
夫
糞
「
由
與
京
門
之
北
流
入
蘇
子
河
」
と
あ

る
故
に
老
城
の
直
ぐ
北
で
蘇
子
河
に
注
ぐ
河
で
あ
ら
ね
ば
蔵
ら
ね
こ
と
、
更
に
乾
隆
四
土
二
年
（
乾
隆
四
十
三
年
奉
勅
同
四
十

九
年
刊
）
の
盛
京
通
志
に
章
京
河
に
就
て
「
又
西
爲
來
河
織
集
」
と
あ
る
そ
の
來
河
窩
集
が
現
在
の
永
陵
街
と
老
城
と
の
間
に

於
て
北
よ
り
蘇
子
河
に
注
ぐ
來
河
流
域
一
帯
の
森
林
を
指
す
と
老
へ
ら
れ
る
故
に
、
章
京
河
は
來
河
の
東
方
の
河
で
な
け
れ
ば

註
１

な
ら
ぬ
こ
と
の
二
鮎
を
學
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
“

二
、
章
京
河
・
尼
砺
蘭
河
に
就
て

、、



『

1

さ
て
盛
京
通
志
（
康
煕
の
も
の
を
兇
ろ
を
得
な
い
の
で
乾
隆
十
二
年
刊
の
も
の
に
織
る
。
是
は
康
煕
本
を
少
し
く
簡
略
に
し

た
程
度
で
殆
ん
ど
同
文
で
あ
る
。
た
だ
問
題
の
雨
河
に
就
て
は
康
煕
本
が
夫
堂
の
河
の
下
に
殆
ん
ど
同
文
の
説
明
を
し
て
ゐ
る

の
を
、
乾
隆
十
二
年
本
は
雨
河
の
説
明
文
を
一
つ
に
ま
と
め
て
簡
略
化
し
て
ゐ
る
。
）
で
も
大
洗
一
統
志
（
乾
隆
九
年
刊
本
）
で

も
蘇
子
河
に
流
入
す
る
河
を
記
す
る
に
上
流
か
ら
、
或
は
逆
に
下
流
か
ら
順
次
に
騒
げ
て
ゐ
る
と
と
は
縦
な
い
。

蘇
子
河
城
北
牛
里
。
源
出
呼
倫
紙
。
經
尼
班
闘
・
及
章
京
・
馬
家
・
吟
徹
阿
・
立
發
等
諸
河
。
會
即
爲
蘇
子
河
。
…
…

吟
謝
阿
河
城
東
北
二
十
五
里
。
源
出
永
吉
州
納
榔
窩
集
。
西
入
遥
。
命
藤
子
河
。

馬
家
河
城
東
北
三
十
里
。
源
出
納
魯
禰
集
。
西
入
興
京
窪
。
含
蘇
子
河
。

章
京
河
城
東
北
三
十
二
里
。

尼
馬
闘
河
城
東
北
三
十
五
里
。
與
章
京
河
倶
出
納
魯
窩
集
。
西
流
由
與
京
門
之
北
入
蘇
子
河
。
（
盛
京
邇
志
巻
七
）

（
一
統
志
は
老
城
よ
り
各
河
の
蒋
子
河
流
入
職
ま
で
の
距
離
の
み
を
夫
糞
各
河
名
の
下
に
記
し
、
「
倶
發
源
納
魯
窩
粂
。
四

流
興
京
懇
。
入
蘇
子
河
」
と
一
括
し
て
説
明
し
て
ゐ
る
。
）

尚
商
橋
氏
所
引
の
康
煕
本
の
問
題
の
砺
河
の
條
を
比
較
の
た
め
に
純
戦
さ
せ
て
頂
く
。
・

章
京
河
城
東
北
三
十
二
里
。
源
出
納
絲
窩
集
。
由
興
京
門
之
北
流
入
蘇
子
河
。

尼
馬
臘
河
城
東
北
三
十
五
里
。
源
出
納
絲
禰
集
。
西
流
曲
興
京
門
之
北
流
入
蘇
子
河
。

右
の
う
ち
、
馬
家
河
が
今
の
馬
家
沸
を
流
下
し
て
藤
子
河
に
注
ぐ
馬
家
河
即
孫
大
夫
沸
河
で
あ
る
こ
と
は
、
名
瀧
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
ゐ
る
郭
、
老
城
か
ら
の
距
離
も
略
燕
附
っ
て
ゐ
る
郡
よ
り
凡
て
談
り
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
章
京
・
尼
馬
鮒
雨
河
は
馬

浦
初
史
に
於
け
る
二
三
の
問
題
に
就
て
，
一
一
五

1
－



ウ

沸
初
史
に
於
け
る
三
一
万
問
題
に
就
て
一
二
〈

家
河
よ
り
更
に
上
流
に
在
る
と
老
へ
る
方
が
合
理
的
で
あ
る
。
來
河
禰
築
を
來
河
流
域
の
み
に
限
る
べ
き
か
、
も
っ
と
淡
く
廃

馬
沸
附
近
を
も
含
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
は
明
か
で
な
い
が
、
「
又
西
爲
來
河
澗
集
」
と
あ
る
事
よ
り
章
京
河
の
西
岸
流
域

が
直
ち
に
來
河
窩
集
と
呼
ば
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
ま
で
窮
屈
に
老
へ
れ
で
も
よ
い
。
要
す
る
に
來
河
窩
集
に
餘
り
逵
か
ら
ぬ
東
方

の
河
で
あ
れ
ば
差
支
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
戦
賊
爽
岡
で
云
へ
ぱ
來
河
窩
集
と
牽
京
河
と
の
間
は
章
嘉
城
を
記
す
の
み

で
空
白
で
あ
る
。
か
が
る
乾
隆
時
代
の
地
理
的
知
識
で
は
城
束
北
三
十
二
里
に
あ
る
章
京
河
に
何
等
か
の
説
明
を
加
へ
ん
と
し
．

て
「
叉
西
爲
來
河
浦
集
」
と
す
る
の
は
寧
ろ
耕
然
で
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
そ
の
中
柵
に
附
側
に
記
戦
さ
れ
な
い
小
河
川
や
小

山
塊
が
あ
っ
て
も
少
し
も
か
ま
は
蔵
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
西
矯
來
河
禰
集
」
と
云
ふ
と
と
か
ら
は
旺
戸
屯
河
即
牽
京
河
と

云
ふ
こ
と
に
は
な
ら
怠
様
に
思
は
れ
る
。

次
に
「
由
興
京
門
之
北
流
入
蘇
子
河
」
の
輿
京
門
で
あ
る
が
、
是
を
商
橘
氏
は
老
城
の
城
門
と
談
解
し
て
ゐ
ら
れ
る
様
で
あ

る
。
興
京
門
は
老
城
城
門
で
は
な
く
興
京
遜
門
で
あ
る
。
大
流
一
統
志
（
巻
二
十
九
）
に
‐

・
興
京
邊
門
。
在
城
東
南
三
十
里
。
南
至
難
廠
門
一
百
十
里
…
・

と
あ
り
、
盛
京
通
志
（
巻
三
十
三
ｌ
乾
隆
四
十
九
年
本
）
に
は

旺
濟
溌
門
城
東
南
三
十
里
・
・
・
…

註
２
。

と
あ
る
の
に
よ
る
と
興
京
謹
門
即
旺
満
溌
門
で
あ
る
。
而
し
て
乾
隆
十
二
年
本
の
盛
京
通
志
の
咽
の
部
の
「
盛
京
奥
畑
」
や
「
奉

天
將
軍
所
脇
形
勢
岡
」
等
に
は
柳
條
邊
門
の
名
産
記
す
る
に
「
凧
瓜
城
邊
門
・
難
河
門
・
餓
廠
川
・
興
京
邊
門
・
英
額
門
・
・
・

．
．
」
と
し
、
‐
乾
隆
四
十
九
年
本
の
方
に
は
「
・
・
駿
陽
門
・
離
廠
邊
門
・
興
京
逢
門
・
英
莪
門
・
・
・
・
・
」
と
し
て
ゐ
る
。
一
で
は

｜
I

I
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雛
廠
門
と
記
し
他
で
は
餓
廠
邊
門
と
記
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
叉
邊
門
の
多
く
は
英
額
間
の
如
く
邊
字
を
除
い
て
も
呼
ば
れ
た

の
で
あ
る
。
是
を
以
て
推
す
と
興
京
邊
門
が
興
京
門
と
も
呼
ば
れ
た
と
考
へ
て
叩
逵
ひ
な
い
で
あ
ら
う
。
更
に
輿
京
門
が
老
城

城
門
で
な
い
こ
と
を
示
す
と
、
滿
洲
源
流
老
（
巻
十
四
）
の
長
白
山
の
説
明
中
に
、

又
按
長
白
山
。
・
・
・
・
分
爲
雨
雑
。
其
一
…
・
其
一
焼
山
之
西
伽
北
一
旦
数
百
里
。
以
其
爲
衆
水
所
分
。
奮
謂
之
分
水
纈
。
西
至

、
、
ｂ

於
興
京
挫
・
茂
樹
深
林
雅
天
溺
日
者
。
土
人
呼
爲
納
魯
禰
集
。
從
此
四
入
興
京
門
鰯
勝
運
山
。

と
あ
る
が
、
此
の
分
水
微
が
走
入
す
る
興
京
門
が
老
城
城
門
で
あ
る
筈
は
な
く
、
興
京
邊
門
か
、
或
は
邊
描
を
指
す
と
老
へ
れ

上
一
■
■
『
り

ぱ
な
ち
ぬ
。
新
し
い
所
で
は
興
京
縣
志
（
巻
十
一
）
柳
條
逢
の
條
に

涜
初
澄
柳
爲
柵
。
以
限
逢
州
。
・
・
・
・
北
由
開
原
境
英
我
門
入
境
。
東
曉
興
京
間
。
南
過
城
廠
門
。
入
木
溪
境
。

と
あ
り
、
是
は
明
か
に
興
京
門
即
興
京
遜
門
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
か
く
て
興
京
逢
門
即
興
京
門
は
東
南
三
十
里
、
章

京
河
は
東
北
三
十
二
里
、
尼
馬
閲
河
は
来
北
三
十
五
里
、
正
に
雨
測
が
「
由
興
京
門
之
北
流
入
蘇
子
河
。
」
と
い
ふ
机
上
の
計
測

が
成
立
つ
で
は
な
い
か
。

以
上
の
如
く
尼
馬
閲
河
を
騨
馬
瀧
河
に
、
章
京
河
を
旺
戸
屯
河
に
比
定
さ
れ
た
根
鑪
が
一
は
決
定
的
な
も
の
で
な
く
、
一
は

訳
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
此
の
叩
河
は
新
兵
埜
方
伽
に
求
め
る
方
が
自
然
で
あ
り
、
正
し
い
様
で
あ
る
。

前
記
の
蘇
子
河
に
流
入
す
る
諸
河
の
順
序
か
ら
云
っ
て
も
、
東
北
三
十
二
塁
、
或
睦
一
千
五
里
と
あ
る
黙
か
ら
云
っ
て
も
、
而

し
て
戦
瞭
奥
岡
に
一
面
山
の
西
に
章
京
河
と
記
し
て
ゐ
る
郡
か
ら
云
っ
て
も
、
此
の
雨
河
は
共
に
か
、
或
は
そ
の
一
河
か
は
新

兵
塗
の
渓
谷
平
地
を
流
れ
る
河
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
問
題
は
尚
残
る
。
そ
の
一
は
興
京
門
が
現
代
の
旺
浦
Ⅲ
或
は
蒋
門

消
初
史
に
於
け
る
三
一
万
問
題
に
就
て
一
一
七

I
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附
初
史
に
於
け
る
三
一
万
問
越
に
就
て
一
一
八

と
す
れ
ば
「
城
東
南
三
十
里
」
は
明
か
に
映
り
で
あ
る
。
毛
の
二
は
唯
京
河
・
雌
脂
剛
河
共
に
「
由
興
京
Ⅷ
之
北
流
入
蘇
子
河
」

と
あ
り
、
雨
者
何
れ
も
匝
接
蘇
子
河
に
注
き
込
む
如
き
表
現
と
し
て
ゐ
る
が
、
新
兵
塗
方
面
に
納
魯
禰
集
即
稲
岡
山
脈
よ
り
渡

源
し
て
藤
子
河
に
流
入
す
る
河
で
識
戦
す
る
に
足
る
河
が
五
里
河
（
現
在
名
）
よ
り
外
に
兇
常
ら
ぬ
部
で
あ
る
。

第
一
の
問
題
に
就
て
は
大
満
一
統
志
に
、
「
藤
子
利
・
…
派
出
遜
外
呼
倫
微
」
と
す
る
呼
批
倫
を
侃
繊
と
す
れ
ば
廷
は
蘇
子

河
派
で
は
な
く
、
若
し
叉
分
水
微
と
す
れ
ば
褥
門
・
旺
流
門
何
れ
を
基
と
し
て
も
逢
外
と
は
云
へ
な
い
様
に
思
は
れ
る
。
従
っ

て
蘇
子
河
源
た
る
分
水
微
を
呼
倫
紙
と
し
、
遜
外
な
る
譜
と
生
か
せ
ば
、
逢
噛
は
密
間
よ
り
更
に
西
方
を
走
っ
て
ゐ
た
時
代
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
興
京
邊
門
が
城
東
南
三
十
里
と
記
し
て
正
し
か
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ

推
測
も
成
立
つ
の
で
あ
る
が
、
浦
代
柳
條
邊
端
に
就
て
無
知
で
あ
る
の
で
獅
ら
く
此
の
問
題
は
措
き
、
後
考
に
俟
ち
た
い
。
併

し
軍
京
河
・
尼
馬
剛
河
の
「
由
興
京
門
之
北
流
入
藤
子
河
」
と
い
ふ
記
述
は
、
「
興
京
邊
門
城
東
南
三
十
里
」
と
云
ふ
記
述
と

對
雁
し
て
ゐ
る
事
は
明
か
で
あ
る
か
ら
、
興
京
間
が
老
城
東
南
三
十
里
に
在
る
郡
の
郡
笈
性
は
擁
は
し
く
と
も
、
雨
河
の
比
定

に
は
此
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
て
差
支
え
な
く
、
寧
ろ
さ
う
す
る
郡
の
方
が
正
し
い
比
定
を
得
る
様
に
魁
は
れ
る
。
従

っ
て
城
東
南
三
十
里
と
云
は
れ
る
興
京
門
の
北
方
で
蘇
子
河
に
流
入
す
る
と
云
ふ
鮎
で
は
新
兵
塗
方
面
こ
そ
正
し
く
毛
の
條
件

を
充
す
も
の
で
あ
る
と
云
へ
る
Ｏ

第
二
の
問
題
は
馬
家
河
（
孫
大
夫
悲
河
）
の
流
入
鮎
よ
り
程
速
か
ら
ぬ
上
流
で
北
方
よ
り
蘇
子
河
に
流
入
す
る
河
が
新
兵
塗

溪
谷
の
玉
里
河
の
外
に
無
い
の
で
困
っ
た
問
題
で
あ
る
が
、
解
決
出
来
な
い
郡
は
な
さ
さ
う
で
あ
る
。
先
づ
光
緒
一
二
十
二
年
綴

輯
の
興
京
鱸
郷
土
志
を
見
る
と
即
河
を
次
の
様
に
説
明
し
て
ゐ
る
。

1



尼
砺
臘
河
源
出
本
境
老
岡
。
・
經
城
東
北
三
十
五
里
。
西
流
入
章
京
河
。
今
呼
爲
一
面
山
河
。

章
京
河
源
出
本
境
老
岡
。
由
束
北
流
來
源
二
十
餘
里
ｏ
經
流
城
東
北
三
土
星
。
含
尼
瑞
臘
河
。
同
入
蘇
子
河
。
即
新

兵
塗
北
河

な
ほ
、
興
京
縣
志
（
鋸
亘
に
は

五
里
河
源
出
黄
族
溝
及
石
碑
沸
中
。
西
流
三
十
里
。
入
蘇
子
河
。

と
あ
る
の
で
興
京
臆
郷
土
志
が
章
京
河
と
せ
る
も
の
が
興
京
縣
志
の
五
里
河
に
相
衝
す
る
事
が
解
る
。
さ
て
新
兵
埜
北
洞
（
蘇

子
河
と
の
會
流
黙
よ
り
下
流
を
光
緒
時
代
に
新
兵
塗
南
河
と
職
し
た
ｌ
興
京
聡
郷
土
志
）
の
來
源
を
以
上
の
一
藤
を
も
と
と
し

て
列
畢
す
れ
ば
、

Ａ
一
面
山
方
面
よ
り
來
流
す
る
も
の
。
（
冷
家
溝
を
流
下
す
る
も
の
は
今
便
宜
に
是
に
併
せ
る
。
）

Ｂ
石
碑
溝
を
流
下
す
る
も
の
。

Ｃ
黄
旗
溝
と
流
下
す
る
も
の
。

と
の
一
二
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
而
し
て
蘇
子
河
稗
流
鮎
に
雌
も
近
い
も
の
は
Ｃ
で
あ
る
。

以
上
の
事
を
考
慮
に
入
れ
て
再
び
盛
京
通
志
に
尿
っ
て
老
察
し
て
み
た
い
。
康
煕
本
で
茎
星
河
は
「
城
東
北
三
十
二
里
」
と

あ
り
、
尼
馬
蘭
河
は
「
城
東
北
一
一
千
五
里
」
と
あ
る
も
の
が
、
乾
隆
四
七
九
年
本
で
は
何
故
に
雨
河
共
「
城
東
北
三
十
五
里
」

と
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
垂
修
に
際
し
て
の
錯
談
で
あ
ら
一
Ｄ
か
。
そ
れ
と
も
修
正
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
頓
く
措
き
、
康
煕

木
に
蝶
る
に
せ
よ
、
乾
隆
本
に
擁
る
に
せ
よ
、
蕪
一
寸
河
北
岸
の
納
魯
禰
集
よ
り
發
源
し
、
城
東
北
一
二
十
二
里
若
く
隆
二
十
五
里

箭
初
史
に
於
け
る
三
二
の
側
魎
に
就
て
一
一
九
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洗
初
史
に
於
け
る
三
一
万
川
迦
に
紙
て
言
一
○

の
新
兵
塗
方
而
で
蘇
子
河
に
流
入
す
る
河
で
記
戦
す
る
に
足
る
も
の
が
現
庇
に
一
し
か
な
い
の
に
雨
河
名
を
記
し
て
ゐ
る
の

は
、
此
の
雨
河
が
結
肋
は
下
流
に
於
て
合
流
し
て
一
河
を
成
し
て
ゐ
る
と
老
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
乾
隆
本
の
修
正
を
認
め
得
れ

ば
尚
更
で
あ
る
。
そ
れ
は
城
東
北
三
十
五
里
、
正
に
Ⅲ
一
地
鮎
を
剛
河
が
流
れ
る
郡
を
意
味
せ
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
後
年

の
魑
察
に
成
る
と
は
云
へ
、
典
京
腕
郷
土
志
が
雨
河
の
合
流
を
認
め
て
ゐ
る
の
も
此
の
場
合
有
力
な
一
證
確
を
提
供
す
る
も
の

で
あ
る
０
．

新
兵
墾
北
河
（
五
里
河
）
の
來
源
が
前
記
の
棟
に
三
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
上
流
に
於
一
Ｌ
は
三
乃
至
二
の
河
名
が
あ
っ

た
と
兇
て
問
進
ひ
な
い
。
そ
の
一
が
肥
馬
闘
河
で
あ
り
、
他
の
一
が
章
京
河
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
此
の
新
兵
錘
北
河

の
本
流
を
Ａ
と
老
へ
る
か
、
Ｂ
若
く
は
Ｃ
と
す
る
か
で
同
じ
此
の
河
の
名
が
下
流
に
於
て
は
二
棟
に
呼
ば
れ
得
る
。
即
ち
或
者

は
雨
河
合
流
鮎
以
下
を
尼
馬
蘭
河
と
呼
び
、
或
者
は
章
京
河
と
呼
ん
だ
で
あ
ら
う
。
か
う
し
て
三
の
來
源
が
結
局
一
に
合
流
す

る
Ｃ
の
合
流
鮎
以
下
、
蘇
子
河
流
入
鮎
以
上
は
尼
馬
鮒
河
と
も
呼
ば
れ
、
牽
京
河
と
も
呼
ば
れ
得
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
そ
の

上
流
は
本
来
各
堂
個
有
の
河
名
を
有
つ
も
の
で
あ
っ
た
歌
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
た
だ
該
地
方
の
笈
地
に
疎
い
中
央
の
史
官
が

下
流
の
河
名
よ
り
推
測
し
た
場
合
に
、
上
流
の
個
有
の
河
名
す
ら
混
飢
を
来
た
す
郡
は
充
分
考
へ
得
る
し
、
そ
の
土
地
に
於
て

も
同
様
の
混
乱
が
惹
起
さ
れ
る
郡
も
あ
り
得
る
。
尼
馬
剛
河
が
章
京
河
に
な
り
、
章
京
河
が
尼
馬
脇
河
を
以
て
老
へ
ら
れ
た
郡

も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
否
そ
の
一
を
以
て
全
部
を
表
は
す
郡
も
行
は
れ
た
で
あ
ら
う
。
高
橋
氏
が
述
ぺ
て
ゐ
ら
れ
る
内
府
地
圃

に
は
尼
馬
闘
河
が
兄
え
、
戦
賊
奥
州
に
は
章
京
河
が
代
っ
て
兇
え
て
ゐ
る
が
如
き
は
そ
の
一
例
と
見
得
る
と
思
は
れ
る
。
“

さ
て
以
上
の
考
察
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
問
題
は
雀
だ
簡
単
と
な
る
。
後
は
盛
京
通
志
に
云
ふ
通
り
に
従
っ
て
差
支
え
な



い
。
即
ち
康
煕
本
乃
至
乾
隆
十
二
年
本
に
牽
京
河
が
城
束
北
一
二
十
二
里
、
尼
馬
蘭
河
が
城
東
北
三
十
五
里
と
し
て
雨
河
の
老
城

よ
り
の
距
離
の
速
近
を
示
し
、
史
に
乾
隆
四
十
九
年
本
に
雨
河
が
錯
誤
し
な
い
様
に
わ
ざ
わ
ざ
章
京
河
に
「
西
爲
來
河
潟
集
」

と
説
明
を
附
加
し
て
く
れ
て
ゐ
る
の
で
、
Ｃ
を
章
京
河
と
比
定
し
て
決
り
あ
る
ま
い
。
尼
馬
闘
河
は
西
流
し
て
と
あ
る
か
ら
現

在
の
十
寓
分
一
の
地
剛
で
云
へ
ぱ
Ｂ
の
方
と
兇
る
ぺ
き
で
あ
る
が
、
盛
京
通
志
の
方
位
観
念
は
現
在
と
箱
狂
っ
て
ゐ
る
様
で
あ

る
か
ら
Ａ
と
も
考
へ
得
る
。
Ａ
も
Ｂ
も
納
魯
謝
集
か
ら
出
て
ゐ
る
の
で
條
件
は
等
し
く
、
何
れ
が
何
れ
と
も
云
へ
な
い
。
興
京

廓
郷
土
志
の
説
を
認
め
て
Ａ
と
し
て
も
よ
い
の
で
あ
ら
う
。
併
し
此
等
の
河
名
は
結
局
は
六
祀
の
六
城
に
關
係
が
あ
る
と
見
ら

れ
る
。
興
京
移
住
後
の
六
祀
の
六
城
が
接
近
し
て
ゐ
た
事
か
ら
推
し
て
、
・
興
京
移
住
以
前
更
に
勢
力
の
微
弱
で
あ
っ
た
六
組
が

速
く
離
れ
て
分
住
し
て
ゐ
た
と
は
思
へ
な
い
。
恐
ら
く
Ａ
と
Ｂ
の
合
流
鮎
附
近
に
進
岾
馬
関
城
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
従
っ

て
毛
の
附
近
を
中
心
に
、
Ｃ
と
の
合
流
鮎
以
上
が
旭
馬
閲
河
と
呼
ば
れ
、
途
に
は
Ａ
Ｂ
の
上
流
を
も
尻
馬
閲
河
を
以
一
」
糖
す
る

様
に
な
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

か
う
し
て
康
煕
本
の
場
合
は
新
兵
坐
北
河
の
本
流
を
章
京
河
と
し
て
記
述
し
た
も
の
と
云
へ
る
。
即
ち
老
城
よ
り
馬
家
河
の

蘇
子
河
流
入
鮎
ま
で
を
三
十
里
と
す
れ
ば
、
牽
京
河
の
蘇
子
河
流
入
鮎
主
で
三
十
二
里
、
章
京
河
と
胎
馬
剛
河
の
合
流
砧
ま
で

三
十
五
里
と
大
体
の
距
離
の
制
合
は
順
し
く
な
っ
て
ゐ
る
。
し
か
も
一
方
で
は
藤
子
河
へ
の
流
入
鮎
ま
で
尼
馬
間
河
と
呼
ぶ
こ

と
も
あ
り
得
た
の
で
、
換
言
す
れ
ば
旭
馬
棚
河
が
直
接
蘇
子
河
に
流
入
す
る
と
も
老
へ
ら
れ
得
た
の
で
、
距
離
と
此
の
蕊
誕
と

を
機
械
的
に
結
び
つ
け
て
、
尼
馬
耐
河
に
就
て
「
城
來
北
三
十
五
里
・
…
西
流
山
典
京
門
之
北
流
入
蘇
子
河
」
と
記
述
し
、
恰

も
章
京
河
の
流
入
鮎
よ
り
上
流
に
於
て
直
接
蘇
子
河
に
流
入
す
る
と
思
は
せ
る
様
な
不
完
全
な
表
現
を
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の

渚
初
史
に
於
け
る
三
一
万
Ⅲ
麺
に
就
て
三
二

'

1
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洗
初
史
に
於
け
る
一
三
万
問
題
に
就
て
・
一
二
二

様
で
あ
る
ｏ
乾
隆
四
十
九
年
の
遁
修
本
に
於
て
は
尼
馬
湖
河
と
も
章
京
河
と
も
呼
ぶ
邪
の
出
來
る
雨
河
の
含
流
鮎
以
下
を
ど
ち

ら
か
に
決
定
す
る
こ
と
を
避
け
て
か
、
或
は
決
定
し
得
ず
に
、
そ
こ
よ
り
上
流
は
夫
糞
問
有
の
名
を
以
て
呼
び
得
る
雨
河
の
合

流
鮎
ま
で
を
探
り
、
毛
の
合
流
鮎
ま
で
の
距
離
を
夫
套
城
東
北
三
十
五
里
と
示
し
、
何
れ
も
藤
子
河
に
流
入
す
る
と
し
て
矢
張

り
合
流
の
郡
を
云
は
す
、
恰
も
東
北
三
十
五
里
に
て
剛
河
が
別
個
に
蕪
子
河
に
流
入
す
る
と
解
さ
れ
る
如
き
難
解
な
記
述
と
し

て
し
主
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
或
は
東
北
三
十
五
里
の
語
を
以
て
合
流
の
那
疵
を
示
し
得
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ

が
、
要
す
る
に
中
央
史
官
の
机
上
魑
修
の
未
熟
に
経
っ
た
も
の
と
老
へ
ら
れ
る
。

註
１
商
橘
匡
四
郎
氏
前
掲
飾
丈

註
２
間
家
嬢
氏
「
漁
洲
の
柳
條
邊
」
に
は
旺
浦
遜
門
（
距
城
束
三
十
里
）
と
興
京
遜
門
（
距
城
東
南
三
十
里
）
と
を
別
佃
の
も
の
と
し
て

あ
る
が
、
何
に
握
っ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
前
者
の
城
束
南
を
城
束
と
謀
っ
た
郡
に
由
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

以
上
に
よ
り
新
兵
塗
方
面
に
牽
京
河
・
尼
馬
間
河
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
興
京
盆
地
に
於
け
ゑ
ハ
唾
ハ
城
以
前
の
原
初
的

な
ニ
ン
グ
タ
ベ
イ
レ
の
分
居
の
姿
も
推
察
さ
れ
て
く
る
。
戦
賊
典
凪
に
は
一
面
山
の
西
南
に
章
京
河
と
記
し
、
更
に
そ
の
西
南

に
章
嘉
城
と
記
し
て
ゐ
る
が
、
此
の
章
嘉
城
は
典
京
老
城
東
方
の
束
石
礎
附
近
に
あ
っ
た
で
あ
ら
う
六
祀
六
城
中
の
章
佳
城
と

見
る
よ
り
、
明
か
に
章
京
河
と
結
び
つ
け
て
記
し
た
如
き
戦
賦
奥
脚
の
記
載
の
様
子
か
ら
見
て
、
そ
れ
と
異
な
る
章
嘉
城
と
さ

，
註
１

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
乾
隆
四
十
九
年
年
版
の
盛
京
通
志
に

三
、
大
城
十
二
ガ
シ
ャ
ン
に
就
て

一一



章
張
城
城
東
北
三
十
餘
里
。
北
日
貝
概
黍
。
四
日
馬
前
築
。

と
あ
る
の
は
此
の
場
合
重
要
な
参
考
斐
料
と
な
る
。
元
來
、
康
煕
・
乾
隆
時
代
に
は
継
隆
ハ
唾
ハ
城
中
、
赫
脳
阿
拉
城
及
び
蝿

爾
察
城
を
除
き
他
の
四
城
批
は
解
ら
な
く
な
っ
て
ゐ
た
ら
し
い
覗
は
、
乾
隆
十
二
年
版
、
（
康
煕
版
も
同
様
と
推
測
さ
れ
る
）
同

四
十
九
年
版
の
盛
京
通
志
の
興
京
境
内
城
塗
中
に
、
老
城
の
外
は
城
四
四
里
の
古
城
即
ち
兇
剛
察
城
の
み
を
躯
げ
て
ゐ
る
顎
に

よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
で
は
四
十
九
年
版
盛
京
通
志
は
城
東
北
三
十
雛
里
の
章
粥
城
を
六
組
六
城
中
の
章
佳
城
に
比
定
し
た
の

で
は
な
い
か
と
云
ふ
想
定
が
一
應
老
へ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
ば
軍
蕪
城
の
説
明
に
少
し
も
そ
の
歌
に
鯛
札
て
ゐ
な
い
の
で

あ
る
。
災
隆
ハ
祀
六
城
が
赫
岡
阿
拉
即
ち
興
京
老
城
の
周
圃
速
き
も
二
十
里
、
近
き
は
五
里
と
云
は
れ
る
範
阻
内
に
あ
っ
た
事

は
疵
鋒
初
巻
に
明
か
な
事
で
あ
り
、
盛
京
通
志
の
娠
戦
に
参
加
し
た
程
の
者
、
時
に
毛
の
首
脳
の
地
位
に
在
っ
た
者
が
知
ら
な

い
筈
は
な
い
。
そ
の
纒
輯
者
が
尚
且
此
の
章
嘉
城
が
城
來
韮
一
子
餘
里
に
在
る
と
記
し
た
の
は
、
六
城
中
の
牽
佳
城
と
異
る
城

と
し
て
搾
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
兇
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
老
城
間
遥
に
在
る
六
祀
六
城
中
の
章
佳
城
よ
り
も
後
世
ま

で
そ
の
趾
を
残
し
た
章
嘉
城
が
老
城
東
北
三
十
餘
里
の
所
に
在
っ
た
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
造
の
位
世
は
章
京
河
の
蘇
子
河

流
入
鮎
附
近
か
ら
、
尼
馬
闘
河
と
の
會
流
鮎
附
近
ま
で
の
側
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
恩
ふ
。
）
此
の
章
嘉
城
こ
”
笠
ハ
城
中
の
章
佳

城
の
源
流
で
あ
っ
た
と
老
へ
ら
れ
る
。

註
当

是
は
浦
初
史
に
於
て
重
要
な
一
訓
笈
た
り
得
る
。
眺
に
和
田
博
士
の
論
ぜ
ら
れ
た
如
く
、
浦
祀
發
群
の
地
が
新
兵
塗
方
面
に

あ
っ
た
郡
を
更
に
確
征
に
す
る
史
料
で
あ
る
と
共
に
、
満
初
史
の
解
明
に
幾
多
の
一
不
唆
を
典
へ
得
る
も
の
と
蒋
へ
ら
れ
る
。
元

來
乾
隆
四
十
年
代
に
至
り
阿
桂
等
が
乾
隆
帝
の
勅
を
奉
じ
て
盛
京
通
志
の
再
趨
纂
を
し
た
宗
旨
の
一
は
、
康
煕
の
盛
京
通
志

沿
初
史
に
於
け
る
一
二
一
の
問
題
に
就
て
三
二
一

’ I
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浦
初
史
に
於
け
る
三
一
万
問
題
に
就
て
一
二
川

が
紘
郡
簡
略
に
過
ぎ
る
の
を
袖
迩
修
服
す
る
に
あ
つ
た
。
と
こ
に
は
帝
の
意
に
阿
つ
た
粉
飾
が
行
は
れ
る
危
嶮
性
が
あ
っ
た

が
、
・
又
一
面
に
は
康
煕
本
に
表
れ
な
か
っ
た
史
料
が
幾
つ
も
附
加
さ
れ
た
の
も
那
批
で
あ
る
。
さ
て
通
志
を
補
修
す
る
に
髄
つ

て
は
必
ず
や
後
年
の
例
に
兄
る
如
く
、
瀧
洲
各
地
か
ら
稚
掩
の
訓
在
報
告
の
冊
鐺
が
虹
め
ら
れ
た
に
蓮
ひ
な
く
、
そ
の
際
典
京

よ
り
の
報
告
中
に
此
の
章
嘉
城
に
就
て
述
べ
る
所
が
あ
っ
て
、
康
煕
の
通
志
に
無
か
っ
た
章
嘉
城
が
乾
隆
重
修
本
に
姿
を
処
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
「
軍
議
城
・
城
東
北
三
十
餓
里
…
・
」
の
記
郡
に
は
何
等
粉
飾
の
疵
跡
は
な
く
、
生
の
史
料

を
そ
の
ま
ま
投
げ
出
し
た
と
云
ふ
感
じ
で
あ
る
。
而
し
て
六
城
中
の
章
佳
城
と
此
の
章
嘉
城
と
の
關
係
其
の
他
に
就
て
、
何
等

の
考
證
解
読
が
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
手
掛
り
を
つ
け
得
な
か
っ
た
の
か
、
或
は
考
證
を
進
め
る
率
に
よ
っ
て
世
鋒
其

の
他
の
清
側
記
録
に
伏
せ
て
あ
る
史
武
を
染
盤
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
併
し
溝
秘
發
鮮
の
地
で
あ
る
新
兵

錘
方
面
五
里
河
流
域
に
章
嘉
城
が
あ
り
、
移
住
し
た
興
京
盆
地
に
同
名
の
章
佳
城
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
二
つ
の
城
の

關
係
は
自
ら
明
か
で
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

城
東
北
三
十
二
里
に
章
京
河
が
あ
り
、
そ
の
河
名
と
滞
接
な
關
係
が
あ
る
と
さ
れ
る
章
嘉
城
（
古
章
佳
城
）
が
城
東
北
三
十

餘
里
、
正
に
章
凉
河
の
流
域
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
城
來
北
三
十
五
里
を
流
れ
る
尼
馬
酬
河
と
密
接
な
開
係
を
も
つ
と
見

ら
れ
る
尼
馬
関
城
は
必
ず
や
そ
の
流
域
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
發
兄
さ
れ
た
老
城
周
逢
の
尼
馬
脚
城
は
尼
馬
蘭
河
と

は
何
の
關
係
も
有
た
な
い
。
そ
れ
等
の
城
は
全
て
浦
組
一
族
が
興
京
盆
地
へ
移
住
し
た
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
と
す
れ
ば
移
住
以
前
、
六
弧
が
ま
だ
新
兵
坐
方
而
に
在
っ
た
時
、
分
住
し
て
ゐ
た
今
一
つ
の
尼
馬
闘
城
が
、
即
ち
尼
馬
蘭

河
と
い
ふ
河
名
と
地
域
と
に
し
っ
か
り
結
び
つ
い
て
ゐ
た
筈
の
本
来
の
尼
馬
関
城
が
尼
馬
閲
河
流
城
に
あ
っ
た
に
蓮
ひ
な
い
。
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是
等
の
古
章
佳
城
、
古
尼
馬
闘
城
は
何
れ
も
興
京
老
城
間
逢
２
ハ
祀
城
中
の
夫
盈
同
名
の
城
の
源
流
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

註
３
註
４
‐

更
に
蝿
昌
安
・
塔
克
泄
の
擁
つ
た
赫
畑
阿
拉
城
の
源
流
は
申
忠
一
の
建
州
紀
程
咽
記
に
云
ふ
太
祀
世
居
部
落
と
老
へ
れ
ば
な
ら

ぬ
が
、
此
の
太
秘
泄
居
部
落
も
ヘ
ッ
ア
ラ
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
少
く
と
も
赫
姻
阿
拉
城
の
名
の
由
っ
て
來
る

所
は
此
の
泄
居
部
落
に
あ
っ
た
と
兄
得
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
は
れ
る
。
二
道
河
子
築
城
以
前
、
正
し
く
太
祁
が
そ
の
世
居
部

落
に
あ
っ
た
徽
時
、
は
る
ば
る
嘉
木
湖
の
ガ
シ
ャ
ン
か
ら
來
蹄
し
、
太
祀
畢
兵
以
来
そ
の
勢
力
の
一
支
柱
と
な
っ
て
ゐ
た
哨
吟
善

吟
思
虎
が
薩
木
占
に
殺
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
屍
を
取
り
に
行
か
う
と
し
て
兵
を
集
め
た
が
、
薩
木
占
と
同
謀
の
一
門
の
者
共
が

・
註
５

集
ら
ず
、
大
い
に
怒
っ
た
太
祁
が
鎧
潜
け
馬
駆
り
て
、
「
城
の
南
の
胃
言
巴
凹
（
横
の
岡
ご
で
示
威
を
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
太
祁
世
居
部
落
は
此
の
ヘ
ッ
ア
ラ
の
山
麓
に
織
っ
て
ゐ
た
難
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
世
居
部
落
は
正
に
ヘ
ッ
ア
ラ
に
城
‐

築
き
て
居
っ
た
ガ
シ
ャ
ン
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
ガ
シ
ャ
ン
、
或
は
ホ
ト
ン
が
無
名
で
あ
っ
た
筈
は
な
い
。
恐
ら
く
毛
れ

は
ヘ
ッ
ア
ラ
の
ガ
シ
ャ
ン
と
呼
ば
れ
、
或
は
ヘ
ッ
ア
ラ
の
ホ
ト
ン
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
ヘ
ッ
ア
ラ
が
元
來
固
有

名
詞
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
普
通
名
詞
で
あ
っ
た
と
し
て
も
少
し
も
か
ま
は
ね
が
、
へ
ツ
ア
．
ラ
の
ガ
シ
ャ
ン
、
ヘ
ッ
ア
ラ
の
ホ

ト
ン
と
呼
ば
れ
る
郡
に
な
れ
ば
、
飢
に
毛
の
名
稲
は
固
有
名
詞
の
性
伐
を
有
ち
、
途
に
は
ヘ
ッ
ア
ラ
そ
の
も
の
も
一
個
の
固
有

名
詞
化
さ
れ
て
來
た
で
あ
ら
う
。
興
京
老
城
の
盤
る
台
岡
が
蝿
掛
安
の
移
住
占
鰹
以
前
か
ら
同
じ
く
ヘ
ッ
ア
ラ
ｅ
①
言
巴
ｐ
）

（
赫
岡
阿
拉
）
と
呼
ば
れ
一
」
ゐ
た
も
の
か
、
固
有
名
訓
で
あ
っ
た
か
普
通
名
詞
で
あ
っ
た
か
、
銘
昌
安
の
占
撫
が
偶
然
の
蠕
合

に
あ
っ
た
か
、
／
意
識
的
に
以
前
の
地
名
と
世
居
の
古
城
名
と
の
一
致
を
ね
ら
っ
た
も
の
か
は
今
俄
か
に
決
定
出
來
な
い
が
、
世

居
部
落
が
ヘ
ッ
ア
ラ
の
ガ
シ
ャ
ン
、
ヘ
ッ
ア
ラ
の
・
ホ
ト
ン
と
呼
ば
れ
得
た
可
能
性
が
充
分
あ
っ
た
こ
と
や
、
牽
佳
城
並
び
に
尼

瀦
初
史
に
於
け
る
二
三
の
問
題
に
就
て
ご
一
五

I
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消
初
史
に
於
け
る
三
一
万
問
題
に
就
て
言
一
六

馬
間
城
の
例
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
ヘ
ッ
ア
ラ
と
呼
ん
だ
世
居
部
落
の
城
名
を
移
し
た
も
の
と
す
る
の
が
蚊
も
確
か
な
と
こ
ろ
で

あ
ら
う
。
と
す
れ
ば
此
の
場
合
も
興
京
盆
地
に
於
け
る
赫
岡
阿
拉
城
の
源
流
は
新
兵
塗
方
面
に
あ
る
太
覗
泄
居
部
落
た
李
・
古
赫

岡
阿
拉
城
に
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

興
京
盆
地
に
於
け
る
六
城
の
名
は
「
新
兵
墾
方
耐
に
あ
っ
た
六
城
の
名
を
そ
の
ま
ま
四
に
移
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
輿
京
盆

註
６

地
の
要
鹿
の
中
か
ら
狩
隆
ハ
耐
に
縁
故
の
深
い
地
鮎
産
ハ
所
だ
け
採
ん
で
斯
く
名
づ
け
た
も
の
で
あ
ら
う
。
．
｜
と
云
は
れ
て
ゐ

る
。
此
の
一
ろ
の
場
合
に
於
て
、
章
佳
、
尼
馬
閲
・
赫
咽
阿
拉
一
二
城
の
例
よ
り
推
す
と
前
者
の
推
測
が
確
か
に
的
中
し
一
」
ゐ
る

と
云
へ
る
。
此
の
新
灌
の
六
城
が
同
名
で
あ
っ
た
と
云
ふ
所
哩
ハ
祀
分
居
の
記
郡
に
一
つ
の
混
乱
が
惹
起
さ
れ
て
く
る
。
滿
洲

狂
鋒
に
織
る
と
六
虚
分
居
の
記
事
と
、
十
二
の
ガ
シ
ャ
ン
に
分
れ
住
ん
だ
と
あ
る
記
郡
の
中
朋
に
℃
ウ
ュ
ン
タ
、
ナ
ダ
ン
タ
征

服
の
記
事
を
挾
ん
で
ゐ
る
。
ウ
ュ
ン
ク
、
ナ
グ
ン
タ
、
二
族
の
鯉
●
減
以
前
に
ニ
ン
グ
タ
。
、
ヘ
イ
レ
一
族
の
興
京
盆
地
移
住
は
到

底
老
〈
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
從
鋒
に
は
二
族
征
服
以
前
に
興
京
盆
地
に
於
け
る
六
祀
分
住
の
事
を
記
し
て
ゐ
る
し
、
伽

も
そ
の
城
祉
は
晩
に
商
橘
氏
の
力
に
よ
っ
て
略
為
確
か
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
の
矛
応
は
ど
う
解
決
さ
れ
池
ぱ
な
ら
ぬ

の
で
あ
ら
う
か
。
恐
ら
く
此
の
六
虚
分
住
の
一
個
の
記
歌
の
中
に
は
、
二
族
征
服
の
前
後
に
於
け
る
類
似
の
二
つ
の
那
憧
が
重

な
り
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
二
族
撹
減
以
前
に
於
け
る
六
虚
分
住
の
郡
批
が
一
つ
。
二
族
證
滅
以
後
に
於
け
ゑ
ハ
虚

分
住
の
事
髄
が
一
つ
。
前
老
は
新
兵
塗
方
而
に
於
て
の
事
件
で
あ
り
、
後
蒋
は
典
京
盆
地
に
於
て
の
郡
件
で
あ
る
。
新
兵
塗
方

面
に
於
て
、
古
ヘ
ッ
ァ
ラ
城
・
古
章
嘉
城
・
古
尼
馬
蘭
城
・
古
蝿
剛
察
城
・
古
阿
吟
和
洛
城
・
古
和
洛
哨
善
城
の
六
庭
に
分
住

し
て
ゐ
た
六
秘
の
同
族
は
、
興
京
盆
地
の
ウ
ュ
ン
ク
、
ナ
グ
ン
タ
ニ
族
を
亡
ぼ
し
た
後
、
一
部
の
家
族
奴
郷
を
夫
觜
の
古
城
に

！
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－

、

残
腎
せ
し
め
そ
の
大
部
隊
を
以
て
興
京
盆
地
に
進
駐
し
、
そ
こ
で
再
び
原
住
の
六
城
と
同
じ
城
名
を
つ
け
た
六
虚
の
新
城
に
分

れ
住
む
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
六
虚
分
居
↓
二
族
征
服
↓
士
秀
シ
ャ
ン
分
住
の
十
二
ガ
シ
ャ
ン
と
は
此
の
興
京
盆
地
の
新

六
城
と
新
兵
塗
方
面
の
讓
六
城
と
を
云
ふ
の
で
あ
り
、
榧
鋒
に
云
ふ
二
族
征
服
前
の
興
京
盆
地
に
於
け
る
六
虚
分
住
は
、
愛
は

二
族
征
服
後
の
分
住
を
指
す
の
で
あ
る
と
共
に
二
族
征
服
前
の
新
兵
塗
方
面
に
於
け
る
六
虚
分
居
を
隅
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
ニ
ン
グ
タ
ベ
イ
レ
一
族
の
興
京
移
住
は
寓
膳
初
年
と
老
へ
ら
れ
る
か
ら
、
必
ず
や
か
の
蔑
暦
五
年
に
於
け
る
奴
爾
吟
赤
十

九
歳
の
時
の
分
居
の
記
事
は
此
の
時
の
古
城
残
冊
を
意
味
し
、
「
奴
僕
家
畜
多
く
與
へ
ざ
り
き
」
と
は
軍
に
財
床
分
譲
の
僅
少

で
あ
っ
た
邪
を
云
ふ
の
み
で
な
く
、
此
の
時
の
残
留
部
族
の
少
な
か
っ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
興
京
移
住
部
族
の
多
か
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ら
う
。
清
朝
側
誌
記
録
で
は
興
京
盆
地
を
祀
居
と
す
る
立
場
を
と
っ
た
た
め
か
、
或
は
新
護
六
城
が
同

Ｊ

名
で
あ
っ
た
爲
か
、
此
の
二
回
に
亙
っ
た
六
祀
同
族
の
六
庭
分
住
の
頚
武
を
結
合
若
く
は
誤
解
し
て
一
個
の
訓
江
で
あ
る
か
の

様
に
記
述
し
た
た
め
に
、
こ
こ
に
満
初
史
の
よ
り
一
勝
の
不
明
と
汎
凱
と
が
胚
胎
さ
れ
て
來
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

以
上
諸
先
學
の
齪
尾
に
附
し
て
溺
初
史
の
解
明
の
た
め
に
卑
見
を
述
べ
た
が
、
未
熟
狭
解
の
考
察
が
多
い
歌
と
思
些
電
抑
叱

正
を
願
っ
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

註
１
章
佳
も
章
嘉
も
共
に
瀧
洲
語
で
は
甘
口
腸
ご
画
と
Ｍ
香
ぞ
あ
る
。

謎
２
和
田
博
士
、
前
掲
論
文

註
３
赫
姻
阿
拉
に
墨
呂
安
、
塔
克
世
が
居
住
し
た
か
否
か
の
問
題
は
笈
鍵
辿
り
に
受
取
っ
て
差
支
な
い
と
恩
ふ
。
彼
等
が
新
兵
蜂
方
面
、
の

世
居
部
蒋
か
ら
典
京
盆
地
に
移
駐
占
撫
し
た
虚
が
枇
腓
部
藩
の
名
と
一
致
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
老
へ
ら
れ
、
そ
の
枇
勝
部
落
が
ヘ

ッ
ア
ラ
の
ガ
シ
ャ
ン
、
ヘ
ッ
ア
ラ
の
ホ
ト
ン
と
呼
ば
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
（
本
文
後
述
）
赫
圃
阿
拉
こ
そ
兇
愚
安
、
塔
克
枇
が

浦
初
史
に
於
け
る
三
一
万
問
題
に
就
て
一
二
七

I
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1

油
初
史
に
於
け
る
三
一
万
刑
題
に
就
て
薑
一
八

移
駐
後
住
み
つ
い
た
鹿
で
あ
っ
た
に
通
ひ
な
刷
。

た
陣
と
坐
で
問
題
に
ゞ
な
る
の
は
祁
崎
赫
圃
阿
拉
の
祁
脈
で
あ
る
。
疵
雌
を
見
る
と
此
の
分
鵬
の
前
に
開
園
偲
説
が
樋
か
れ
て
ゐ

る
ｐ
此
の
博
識
と
史
迩
と
を
紬
ぴ
つ
け
る
作
川
を
し
て
ゐ
る
の
が
祁
旙
赫
回
阿
拉
で
あ
る
が
、
曜
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
赫
岡
阿
拉
城

の
地
は
商
句
麗
城
祉
で
あ
る
と
云
ふ
。
即
ち
そ
こ
は
典
京
盆
地
中
の
要
群
で
あ
り
、
古
く
は
女
還
人
の
伸
大
な
る
祀
先
逹
の
居
住
し

た
場
所
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
偶
を
ウ
ュ
ン
タ
、
ナ
擬
ン
タ
攻
滅
に
股
も
力
を
錘
し
、
大
祁
一
族
中
簸
も
優
れ
た
虹
事
的
能
力
を
有

っ
て
ゐ
た
ら
し
い
昂
昌
安
の
家
族
を
中
心
と
し
た
一
族
が
そ
こ
を
占
搬
し
た
と
し
て
貼
不
思
磯
で
は
な
く
、
そ
し
て
そ
の
赫
岡
阿
拉

が
一
部
の
建
州
女
腫
の
大
酋
の
活
既
の
飛
地
と
老
へ
ら
れ
、
彼
錬
の
仰
説
と
結
び
つ
き
、
延
い
て
は
そ
の
祁
勝
を
占
め
た
筋
朝
の
魂

変
の
先
祁
と
、
是
等
の
歴
史
的
な
酋
長
垂
と
を
系
岡
化
す
る
契
機
と
も
な
り
、
開
國
説
活
の
畑
作
に
ま
で
進
展
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

註
４
太
祀
世
居
部
落
に
就
て
は
別
称
に
遡
る
が
謡
韮
博
士
の
柊
家
怪
孑
説
は
誤
り
で
あ
る
と
考
へ
る
。
和
田
椰
士
の
新
兵
爆
方
而
説
も
英

然
と
し
て
ゐ
る
。
卑
説
は
馬
家
河
（
孫
大
夫
河
）
の
下
流
域
や
束
下
鯵
、
薪
く
は
王
家
鯵
子
附
近
に
在
っ
た
と
し
た
い
。

註
５
浦
洲
変
蝶
巷
一

今
西
春
秋
氏
課
、
浦
和
對
課
、
浦
洲
変
錘
一
千
三
頁

註
６
和
田
博
士
前
掲
論
丈

附
記一

九
四
五
年
奉
天
で
本
稿
を
密
き
終
え
て
間
も
な
く
八
月
五
日
膨
刊
、
そ
し
て
雑
職
、
塵
囚
生
活
三
年
、
そ
の
間
遠
く
天
山
北
路
の
ほ
と
り
、

イ
リ
の
町
に
近
い
ア
ル
マ
・
ア
ダ
に
も
二
年
を
過
！
し
た
。
本
稿
は
勿
論
、
粒
左
と
蒐
め
た
藏
群
も
、
左
浦
し
た
家
族
の
安
否
も
、
一
切
が
絶

望
湖
さ
れ
た
期
間
も
あ
っ
た
。
一
九
四
八
年
六
月
蹄
國
し
て
み
る
と
、
家
族
と
共
に
本
舗
も
無
事
で
あ
っ
た
。
十
才
に
な
っ
た
長
女
及
子
の

ル
ュ
ッ
ク
、
サ
ヅ
ク
の
底
に
塵
紙
と
し
て
税
開
の
眼
を
免
れ
た
と
の
こ
と
。
他
の
原
稲
、
恩
師
重
松
先
生
よ
り
拝
借
中
の
浦
和
辞
典
は
妻
が

持
参
し
た
た
め
没
收
の
憂
目
に
御
つ
た
の
に
本
稲
は
幼
女
の
背
に
在
っ
た
が
た
め
に
無
率
な
る
を
得
た
の
で
あ
る
。
本
穂
を
現
在
に
於
て
訂

正
も
せ
ず
發
表
す
る
筆
者
の
感
傷
に
御
寛
恕
を
願
ふ
次
簾
で
す
。 I

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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